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本技術の概要

CAE解析用の材料パラメータの同定、それらを用いたCAE解析を実施いたします。

ひずみ分布から延性破壊を評価・予測する
数値解析技術

Cat.No 3D6J-026-00-251104

応力状態の異なる試験片を試験し、DIC解析を活用して破断限界ひずみを解析します。
また、CAE解析を組み合わせることで、CAE上の破断の閾値を求められます。

CAEモデル
(試験片形状 応力3軸度η=0.5狙い)

材料試験前の外観

評価・解析フロー

● デジタル画像相関法を適用することによりひずみ分布を可視化できます。

解析例

● 同定された材質パラメータをお客様のCAE解析に用いることで、衝突解析などでの部品の破壊予測が可能になります。

試験片作製 CAE解析モデル構築 材料試験 DIC解析 CAE解析

DIC解析用
ランダムパターン塗布

DIC解析
(最大主ひずみのコンター図)

材質：アルミニウム合金(6061-T6)

破断ひずみ

応力3軸度

平面応力状態

破壊モデル：GISSMO（応力3軸度/Load角依存性はHosford Coulombで定義）
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